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福岡市学校図書館支援センター 

所在地：福岡市早良区百道浜３丁目７－１  

福岡市総合図書館団体貸出内 

 開館日時：毎週月～金10：00～18：00（土日祝日を除く） 

 電話：092-852-0639 

 FAX：092-852-0801 

 メール：shiencenter@toshokan.city.fukuoka.lg.jp 

職員通用口から入って警備室にて受付をお願いします。 

福岡市総合図書館長からのご挨拶 

 学校図書館支援センターが福岡市総合図書館に開設され、本格的に活動を開始してから、６か月が過ぎました。公共

図書館と学校図書館が連携し、必要な支援を行うこの事業は、全国でも、様々な地域で実施され、効果をあげています

が、福岡市でも順調に取組を進めています。 

 福岡市の図書館は、総合図書館を中央館として、各区の10の分館をつないで図書館ネットワークを形成しています。広

く市民の方々を対象とする公共図書館と、学校の児童・生徒を対象にする学校図書館は、機能や特性のちがいはありま

すが、子どもたちの読書活動の推進ということでは、ともに同じ立場にあります。 

 学校図書館支援センターは、この両者をつなぐ位置にあり、図書館運営、読書に関する助言はもちろんのこと、学校向け

の本の貸し出しや図書館や本に関する情報を積極的に収集し、情報発信を行っています。 

 また、教育委員会の学校指導課や生涯学習課と定期的に連絡会を開催するとともに、支援員による学校訪問や全市

の学校図書館担当者連絡会に参加するなど、お互いに顔が見える関係も大事にしながら、子どもたちの読書活動の推進

に取り組んでいます。 

 読書の秋の到来です。学校教育において、図書館が活用され、子どもたちが本に親しみ、読書活動が益々充実していく

ことを願っています。                                   福岡市総合図書館 館長 久池井 良人

９月１日より学習支援用図書の貸出が始まりました！ 

まずは支援センターのＨＰをご確認ください！ 

貸出上限冊数：８０冊 貸出期間：最大４週間 申込み期限：貸出希望日の２週間前まで 

 【手順】 

 ①登録申請書を支援センターＨＰからダウンロード上、内容を記入後ご提出ください。（初回のみ） 

 ②貸出申込書をＨＰからダウンロードの上、希望内容をご記入の上ご提出ください。 

 ③申込内容を確認後、支援センターから学校に連絡致します。 

 セットにない内容については総合図書館団体貸出所蔵の資料からできるかぎり提供致します。同一資料の複数貸出 

 はご遠慮ください。その他ご不明な点やご希望がございましたらお気軽にお問い合わせください！ 

学校図書館運営の参考になる本の紹介 

『学校司書・司書教諭・図書館担当者のための学校図書館スタートガイド サンカクくんと問題解決! 』 

学校図書館スタートガイド編集委員会／編・著 少年写真新聞社 ２０１５年 

『発信する学校図書館ディスプレイ 使われる図書館の実践事例集 』 

吉岡 裕子／監修 遊佐 幸枝／監修 少年写真新聞社 ２０１５年 

『ちょっとの時間で魅力up!!本棚のディスプレイ 』 

さわだ さちこ／著 全国学校図書館協議会 ２０１５年 

学校指導課からのお知らせ 

○各学校において，「ふくおか立志応援文庫コーナー」を設置していただき，ありがとうございました。コーナー

の書籍については，各学校で実施する「アントレプレナーシップ教育」の事前・事後学習として活用し，

子どもたちの夢や希望を育むために役立ててください。 

○本年度も，１１月に「読み上げ冊数調査」を実施します。学校図書館活性化のために，子どもが意

識できるような目標設定，取組週間の設定など，効果的・計画的な取組をよろしくお願いします。                 
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１９校の学校に訪問しました！ 
２０１５年５月から８月までに１７校から訪問の要請をいただき、２校に計画訪問しました。相

談の内容は書架のレイアウト、立志文庫、除籍や蔵書点検についてなどです。ぜひ今後もお気 

軽にお申込みください！（申込先は右下をご参照ください） 

★学校図書館の疑問にお答えします！Ｑ＆Ａコーナー★ 

Ｑ：除籍の際に学習関係の本についてどのようなもの選べばいいですか？ 

 

Ａ：情報が古くなり、子どもたちに間違った知識を与えてしまう本を最初に 

棚から抜きましょう！ 

 

学習関係の本の中には情報が古く、現在の事実とは異なる記述になっていることがあります。例えば

冥王星が惑星と記述されていたり、ドイツが東西に分かれた地図などが載っている本です。これらの本

は学習の中で子どもたちに間違った知識を提供してしまう可能性があるので棚から抜きましょう。 

支援センター日記  

年度当初は学校司書の先生方からの訪問依頼を多く受けていたのですが、最近は学校図書館

ご担当の先生方からの依頼も増えてきました。夏の訪問では先生も私たちも汗だくになりながら

気が付くと２時間近くたっていたということもよくありました。どの学校でも学校図書館を少し

でも良くしようという熱意が伝わり私たちもパワーをもらうことができました！ありがとうござ

いました！（重） 
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